
 

【作
者
】賴 

杏
坪
（一
七
五
六
～
一
八
三
四
年
）（宝
暦
六
年
～
天
保
五
年
）・江
戸
時
代
後
期
の
儒
者
。
名
は
惟
柔
（こ
れ
や
す
）、
字
は
千
祺
（せ
ん
き
）、
通
称
は
万
四
郎
、

号
は
杏
坪
（
あ
ん
ず
）
、
春
草
、
杏
は
ん
（
き
ょ
う
は
ん
）
、 

杏
翁
等
あ
る
。
賴 

春
水
の
末
弟
で
山
陽
の
叔
父
に
あ
た
る
。
安
芸
（
現
広
島
県
）
竹
原
に
生
ま
る
。
十
八

歳
の
時
、
兄
春
水
を
頼
っ
て
大
阪
に
遊
学
、 

二
十
歳
の
時
江
戸
に
出
て
服
部
栗
齋
（
り
つ
さ
い
）
に
学
び
、
天
明
五
年
安
芸
の
藩
儒
と
な
り
藩
学
の
興
隆
に
つ
と
め
た
。

一
方
、
山
陽
を
よ
く 

庇
護
（
ひ
ご
）
し
教
育
に
力
を
注
い
だ
。
文
化
八
年
（
一
八
一
一
）
よ
り
郡
奉
行
を
兼
ね
敏
腕
を
ふ
る
い
名
声
を
は
せ
た
。
和
漢
の
学
に
通
じ
、 

漢
詩
は
春
水
と
共
に
定
評
あ
り
。
纂
評
（
さ
ん
ぴ
ょ
う
）
春
草
堂
詩
鈔
、
芸
備
孝
義
伝
、
原
古
編
の
著
書
や
、
鑒
古
録
（
か
ん
こ
ろ
く
）
の
編
纂
、 

芸
藩
通
志
の
編
集

等
も
あ
る
。
更
に
唐
桃
集
と
い
う
和
歌
集
も
あ
る
。
天
保
五
年
七
十
九
歳
で
没
し
た
。 

【語
釈
】＊
萬 

人…

お
お
ぜ
い
の
人
。  

＊
芳 

叢…

花
が
た
く
さ
ん
咲
い
て
い
る
草
む
ら
。  

＊
攪…

か
き
ま
わ
す
。 

ふ
み
つ
け
る
。  

＊
恨 

殺…

は
な
は
だ
し
く

う
ら
む
（殺
は
助
字
）。  

＊
殘 

紅…

ち
り
の
こ
っ
た
花
。  

＊
延
元
陵…

後
醍
醐
天
皇
の
塔
尾
陵
（と
う
の
お
の
み
さ
さ
ぎ
）。 

【通
釈
】吉
野
山
に
花
見
に
来
た
多
く
の
人
々
は
酒
に
酔
い
、
芳
叢
は
荒
ら
さ
れ
て
い
る
。
南
朝
の
昔
を 

想
っ
て
自
分
と
同
じ
感
慨
を
抱
く
者
は
、
こ
の
中
に
誰
か
い
る
だ
ろ

う
か
。
更
に
恨
め
し
い
の
は
、
散
り
残
っ
た
花
ま
で
が
、
北
に
向
か
っ
て
飛
ん
で
。
後
醍
醐
天
皇
の
御
陵
の
ほ
と
り
、
風
に
散
る
花
の
う
ち
に
、 

し
ば
ら
く
立
ち
つ
く
し

て
い
る
の
で
あ
る
。 


